
市民と議会との語る会実施報告書 

    

日 時 令和６年１１月１５日（金） 午後７時 ～ 午後８時３０分頃 

会 場 南中山公民館 

出 席 議 員 
佐々木 哲夫 議員（班長）  能勢 淳一郎 議員   桶谷 耕一 議員  

吉田 啓三 議員   安立 里美 議員   川崎 悟司議員 

参 加 者 ( 市 民 ) ９名 

司会（班長） 

議会報告者 

全体記録係 

司   会 ： 佐々木 哲夫 議員 

議会報告 ： 能勢 淳一郎 議員 

記   録 ： 桶谷 耕一 議員 

【１部】 

定例会概要報告等 

（報告者） 能勢議員 

Ｑ：給食無償化の問題について、一律に給食無償化するのではなく、困ってい

る人により手厚く支援をお願いしたい。 

Ａ：現在、小中学校に給食などが無料となる就学援助制度があり、全体で１１％

の児童が利用している。学校単位での受付であるため、本当に困っている人

を早期に見つけ、制度につなげたい。 

Ｑ：市から農家組合あてに、農作物の被害が無ければ鳥獣被害対策の支援を

打ち切るという通知があり疑問を感じた。被害防止のために、一筆ごとに電気

柵等の設置している。被害がないからといって打ち切るのはおかしい。 

Ａ：担当課からの通知は確認できていないため確認する。  

Ｑ：菊花マラソン実行委員会の予算が少なすぎる。来年も参加したいという気持

ちになる大会にするため、予算の増額をお願いしたい。 

Ａ：各企業宛てにスポンサー依頼があったが今回取り止めになった。予算が少な

いのは担当課も承知している。大会予算の確保について担当課と話をする。 

Ｑ：京都を訪問したとき観光客の多さに驚いた。奈良は、観光客が京都に比べる

と少ない。観光ガイドに聞くと、京都に比較して奈良には食べるところが少ない

と言っていた。越前市でも、市内でしか食べられないものを開発してはどうか。 

Ａ：今年は紫式部関連でお菓子やお酒などの商品開発に向けて市から助成を

している。味真野地区にも多くの観光客が来ている。定着させるためのお茶や

お菓子などの開発を支援していきたい。 

Q: 池田町は国道 417 号のトンネル開通により、道の駅などが賑わっている。越

前市には観光地が多くあるが、交通の通過地点になっていないか。市内観光

地を周遊できる交通手段はどのようになっているのか。 

A: 市内の観光は、新幹線開通や国道 417 号のトンネル開通など、県外からの

観光誘客に力を入れている。観光地が分散しているため、定額タクシーなどを

利用した観光地巡りなどにより、観光者の満足度を図っていきたい。 

【２部】 

意見交換会 

（１班） 

進行：安立議員 

Q：市道の除雪の件について、橋の架け替えにより周辺道路も拡幅されたため、

除雪区域に入れてほしいと市に要望したが、道路に民家が少ないという理由

で却下になった。集落間の移動に大切な道路であり、町内や地区でお金を出

して除雪をしている。なぜ、除雪道路にならないのか。 



記録：佐々木議員 

    川崎議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２班） 

進行：吉田議員  

記録：能勢議員  

    桶谷議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A：除雪の要望については、周辺町内や地区と相談の上、要望書を提出するこ

とで改善されるのではないか。 

Q：新堂において、合併前、消雪パイプ敷設と流雪溝の設置の選択があり、流雪

溝を選んだが、上流から水が流れてこない形状になっている。上流に水中ポ

ンプの設置場所の造設はあったが、ポンプの設置までになっていない。流雪

溝の機能していないままになっている。 

A：担当課に一度現状を確認する。 

Q：庄境のほうに向かう田んぼ道で、一旦停止を守らない車両がいて危ない。 

A:警察の取り締まり対象外のため警察以外による取り締まり強化が必要である。 

Q：ジョギングロードの管理が不十分で、草刈や支柱も折れている。総合支所に

連絡したが、予算の範囲内の対処に留まり、対処が不十分である。 

A：当時の今立町にとっては、最大の大きな事業だった。合併した時に位置づけ

が落ちて、予算がほとんど出ていないと思う。 

 

 

Q:新堂に住んでいるが、近い将来、限界集落になってしまうのではないかと危惧

している。どこの集落にいっても同じ状況で、服間の話を聞くと、猪や鹿や猿が

荒らすので畑ができなくなっている。 

A:どこも人が少なくなってきている。電気柵を設置する人手も足りていないと思

う。高齢化が進み若い人がいなくなっているのが問題と感じている。 

Q:電気柵・ワイヤーメッシュを取り付けるのは大変な労力で、なかなか補助対象

となる電気柵の設置までたどり着けない状況である。 

A:電気柵を作るときに猟友会などが手伝ってくれる仕組みもできてきている。 

Q:市民バスでも乗る人が少ない中、デマンド交通をしても乗る人がいるのか。た

くさんの人に乗ってほしくてやるのか、市民バスを削るためにやるのか、どういっ

た考え方なのか。 

A:市民バスは乗客が空のままずっと運転しているので効率が悪いため、デマンド

交通を試行している。 

[意見]この辺りでは、鯖江に行くほうが近いため、鯖江との連携を強めてほしい。

鯖江のほうから家久に入ってくるルートがあれば乗る人が増えると思う。鯖江の

市民バスとの連携もやれば、交通網がうまく回ると思う。 

Q:部活動の地域クラブへの移行について、野球やバレーやバスケなどの基本ス

ポーツは、皆が平等にできる機会を与えてあげてほしい。地域だけでは難しい

こともあるのでしっかり行政が見てほしい。 

A:子供の人数がどんどん少なくなっており、昔と比べて団体スポーツもできなくな

ってきている。 

 

令和６年１１月１５日     

越前市議会 議長  様  

第１班  班長 佐々木 哲夫  


